
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

〃

〃

担

当

課

（

室

）

○

〃

〃

目

次

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

完

了

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

〃

〃

の

更

新

○

〃

〃

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

漁

業

共

済

加

入

区

の

設

定

及

び

廃

止

水

産

課

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

場

所

の

変

更

会

計

課

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和５年１月６日 第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
一
号 

 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
陽
季 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
西
七
四
九 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

株
式
会
社
エ
ッ
グ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
勇
崎
三
二
二 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
七
〇
一
一
五
五 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
六
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

更
新
年
月
日 

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局 

メ
ル
カ
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
野
市
宇
野
一
―
三
八
―
一 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

吉
松
屋
薬
局 

月
田
店 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

真
庭
市
月
田
六
八
二
七
―
一 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
六
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
社
市
中
央
三
―
三
―
一
一
三 

 
 

 
 
 

 

腎
臓
（
更
生
医
療
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

津
山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津

「

山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

（

。

。
）
、

（

。
）

津
山
市

国
有
林

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

津
山
市

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津

「

山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

（

。

。
）
、

（

。
）

高
梁
市

国
有
林

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

高
梁
市

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
五
条
第

。

一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
係
る
区
域
及
び
区
分
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

な
お
、
平
成
六
年
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号
（
漁
業
共
済
加
入
区
の
設
定
）
で
告
示
し
た
笠
岡
湾
加

（

）

入
区
及
び
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
号

漁
業
共
済
加
入
区
の
設
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て

で
告
示
し
た
大
島
加
入
区
に
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

漁

業

の

区

分

加
入
区

区

域

の
名
称

大
島
美

大
島
美
の
浜

一

主
と
し
て
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
を
営
む
漁
業

の
浜
加

漁
業
協
同
組

二

主
と
し
て
さ
し
網
漁
業
を
営
む
漁
業

入
区

合
の
地
区

三

小
型
定
置
網
漁
業
を
営
む
漁
業

四

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
前
各
号
に
掲
げ

る
漁
業
以
外
の
漁
業
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
号

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
五
年
一
月
三
日
付
け
で
、
次
の
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
に
係
る
売
り
さ
ば
き
場
所
の
変

更
を
承
認
し
た
。

令
和
五
年
一
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

変

更
後

の

売
り

さ

ば
き
場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四

一
般
財
団
法
人
岡
山

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

－

岡
山
市
中
区
浜
一

一
九

三
九

四

三

県
交
通
安
全
協
会

－
－

－

会
長

末
長

範
彦

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
二

一
〇

－

岡
山
市
南
区
泉
田
三
三
三

一

－

岡
山
市
東
区
西
大
寺
中
野
五
〇
一

九

－

岡
山
市
北
区
御
津
草
生
二
〇
九
〇

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
一
六
六

備
前
市
伊
部
二
七
六

一

－
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
四
七
八
〇

一
一

－
玉
野
市
宇
野
一

一
三

一

－
－

倉
敷
市
児
島
駅
前
四

八
三

－

倉
敷
市
大
島
四
五
一

一

－

倉
敷
市
水
島
南
幸
町
四

一

－

倉
敷
市
玉
島
一
三
五
四

笠
岡
市
六
番
町
二

三
－

井
原
市
西
江
原
町
八
五
九

一

－

総
社
市
真
壁
四
二
六

一

－

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

－

新
見
市
新
見
三
八
九

一

－

真
庭
市
江
川
八
二
一

一

－

津
山
市
林
田
七
七

美
作
市
明
見
三
三
三

一

－

久
米
郡
美
咲
町
打
穴
中
一
〇
八
二

二

－
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〔
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

高
梁
市
落
合
町
近
似

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
、
現
地

測
量
及
び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
日 

終

了

年

月

日 
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〔
二
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
一
六
号 

令
和
四
年
十
二
月
二

十
二
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

真
庭
市
久
世
字
山
根
前
二
三
三
六
番
一

六
、
字
幸
山
二
三
三
〇
番
二 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
〇 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル)

 

七
六
・
七
三 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル)
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〔
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
壱
ノ
割
七
〇
五
―
六
、
七
〇
五
―
七 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
二
六
六
―
三
デ
ィ
ア
ス
二
〇
〇
〇
Ｃ
二
〇
六 

池
上 

真
央 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
七
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
六
号 
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〔
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

赤
磐
市
河
本
字
砂
田
四
一
五
―
六
、
四
一
五
―
七
、
四
一
五
―
一
〇
、
四
一
五
―
一
一
、
四
一

五
―
一
五
、
四
一
五
―
一
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
中
区
高
屋
八
二
―
二
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
つ
ば
き
一
番
館
一
〇
二
号
室 

立
石 

貴
大 

立
石 

静
華 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
六
号 
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〔
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
総
社
字
高
畑
一
二
二
六
―
一
、
一
二
二
七
―
一
、
一
二
二
四
―
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

倉
敷
市
西
中
新
田
六
六
四
―
一 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
三
樹
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

赤
星 

 

健 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
八
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
七
五
号 
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〔
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
福
井
字
中
畑
一
一
三
―
三
、
一
一
三
―
一
〇
、
一
一
三
―
一
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
小
寺
四
七
―
一
〇
ハ
ピ
ネ
ス
翼
二
〇
二 

原
野 

高
宏 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
〇
号 
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〔
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
新
本
字
宮
ノ
端
九
四
七
三
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
北
長
瀬
表
町
三
丁
目
八
―
三
二
ピ
ュ
ア
ス
テ
ー
ジ
ア
イ
二
〇
二
号 

小
倉 

智
史 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
七
号 
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〔
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
岡
谷
字
蓮
池
下
五
六
〇
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
手
四
八
四
―
一
ビ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
Ｃ
棟
一
〇
六
号
室 

山
本 

順
平 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
十
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
七
六
号 
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〔
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
西
延
五
一
三
―
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
中
島
二
六
四
八
―
三
エ
ピ
ナ
ー
ル
Ⅰ
棟
二
二
五
号
室 

三
宅 

紘
平 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
三
三
号 
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〔
一
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
西
延
五
〇
九
―
五
、
五
一
〇
―
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
上
富
井
二
四
六
―
一
〇 

難
波 

天
眞 

総
社
市
総
社
一
三
六
二
Ｂ
―
四
―
二 

難
波
の
ど
か 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
八
号 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



〔
一
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
上
林
字
山
本
二
九
二
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
久
米
二
一
四
―
一
ベ
レ
ッ
ツ
ァ
久
米
一
〇
三 

梶
本 

 

透 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
三
号 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



〔
一
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
壱
ノ
割
七
〇
五
―
六
、
七
〇
五
―
七 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

下
水
道 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
二
六
六
―
三
デ
ィ
ア
ス
二
〇
〇
〇
Ｃ
二
〇
六 

池
上 

真
央 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
七
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
六
号 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



〔
一
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
総
社
字
高
畑
一
二
二
六
―
一
、
一
二
二
七
―
一
、
一
二
二
四
―
五 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
下
水
道
、
水
路 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

倉
敷
市
西
中
新
田
六
六
四
―
一 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
三
樹
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

赤
星 

 

健 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
八
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
七
五
号 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号



〔
一
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
福
井
字
中
畑
一
一
三
―
三
、
一
一
三
―
一
〇
、
一
一
三
―
一
一 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

水
路 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
小
寺
四
七
―
一
〇
ハ
ピ
ネ
ス
翼
二
〇
二 

原
野 

高
宏 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
〇
号 

令和５年１月６日　岡山県公報　第１２４６１号




